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2006年 大阪大学 基礎工学部 化学応用科学科
（化学工学コース）卒業        
2009年 大阪大学大学院 基礎工学研究科 
物質創成専攻　化学工学領域　博士後期課程修了
東北大学 大学院工学研究科　化学工学専攻 助教を経て、
2019年より山口大学准教授（テニュアトラック）となる。

石井  治之
Ishii Haruyuki

准教授（テニュアトラック）

環境に優しい手法で、
社会に役立つ微粒子材料を創る

・ 粉粒体操作
・ ナノ材料創製
・ 有機無機ハイブリッド材料
・ ナノ粒子・量子ドット

微 粒子デザイン化学工学をテーマに、微粒子をデザインして創ると

ころから、身近に応用するまで幅広く研究を行います。微粒子は、

ある材料を細かく小さくしたもので、幅広い分野に利用されています（例：

化粧品、食品添加剤、医療品、分析材料、触媒など）。その直径は、体の細胞

より小さいミクロンメートル以下でさらにはナノメートルサイズのものま

であり、微粒子を構成する材料はその用途によって様々です。また、最近の

微粒子合成プロセスの現場では、環境に配慮し、有機溶剤や添加剤を極

力使用しないプロセスを採用し、プロセスにかかるエネルギーおよび製

造コストを削減する技術が求められます。したがって研究では、①環境に

優しい微粒子合成技術、②独自の微粒子デザイン、③新たな用途が期待

できる機能性微粒子の開発の３つを主な対象としています。

ナノ粒子をはじめとする環境に優しい微粒子合成技術によって、
微粒子の形状や構造を自在にデザインし、また、応用に役立つ
様々な機能・特性を付与します。

同
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山口大学助手を経て、2015年より同講師となる。

講師

2012年 山口大学大学院理工学研究科修了
2014年 同博士課程修了(博士(工学))
三菱レイヨン株式会社を経て、
2015年より山口大学助教となる。

貝出  絢
Kaide Aya

助教

大学と産業界を結び付けるレオロジー工学
～研究が身近な商品で活かされている～

・ 流動・伝熱・物質移動操作
・ 非ニュートン流
・ プロセスシステム設計
・ ソフトマターの物理一般

人 は物に触れた瞬間にかたさを判断することができます。この感覚

には時間の概念が含まれており、比較的短い時間に対して変形が

ないときはかたいと感じ、大きな変形が見られるときにやわらかいと感じ

ます。変形の度合いを制御することは、例えば、食べやすい食品、飲み込み

やすい薬、塗りやすい化粧品を開発する研究につながります。では、どうや

ったら変形をコントロールできるのか？それには変形を決定づける物質

のミクロ的な構造の理解に加え、変形特性の測定方法も検討する必要が

あります。対象が液体の場合は変形ではなく流れやすさ（流動）の制御が

問題となります。このように、物質の流動と変形を取り扱う学問をレオロジ

ーといい、これが私の専門です。応用範囲はかなり広く、主として化学・食

品業界の方々と共同研究を行っています。人間の感覚にせまる測定技術

の発展と身近な商品の利便性向上のために、流れを科学しています。

http://www.saeki.chem.yamaguchi-u.ac.jp/WEBサイト

pHの異なるケイ酸ソーダは色や硬さ、弾力性が異なるゲルを形成します。
pHが2違うだけでミクロ構造が全く違うことが走査プローブ顕微鏡で観察
できます。
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低炭素社会の実現に向けた次世代電池材料の開発
～ポストリチウムイオン二次電池の実現

現 在の社会において、電気エネルギーはなくてはならないものです。

近年では、脱原子力や化石燃料を目指し、風力や太陽光のような

自然エネルギーを利用した発電が注目されていますが、自然エネルギー

は天候によって発電量が変わってしまいます。この変化する発電量を一定

に保つ方法の一つとして、電気エネルギーを貯めておく蓄電池が必要とさ

れています。現在、最も普及している二次電池としては、リチウムイオン電

池がありますが、使用されているリチウムは、希少金属です。また、電気自

動車にも利用されているため、リチウムのような希少金属の埋蔵量にも不

安があります。そのため、資源量が豊富なナトリウムを利用した次世代蓄

電池の開発に取り組んでいます。その他にもリチウムイオン電池の更なる

高エネルギー密度化を目指した新規正極材料の開発などについて、産学

官共同で進めているプロジェクトなどにも参画し、日々研究を進めていま

す。

発 電所や自動車の燃料として使われている天然ガスや石油、石炭な

どの化石燃料は、燃焼すると二酸化炭素(CO₂)が発生し、温暖化の

原因の一つとして懸念されています。そこで、化石燃料に代わる環境に優

しいクリーンなエネルギーとして、水素やバイオ燃料が注目を集めていま

す。また、排気ガスに含まれるCO₂の有効利用の研究も進んでいます。私た

ちの研究室では、これらの新しい用途で使える、分子の大きさ程度の孔が

開いた薄膜の研究をしています。例えば、食品残渣などの発酵で得られる

数％のバイオアルコールを膜で濃縮したり、CO₂からのメタノール合成反

応(CO₂ + H₂ ⇋ CH₃OH + H₂O)から、膜で水蒸気(H₂O)を除くとメタノール

(CH₃OH)の生成量が増えたり…。膜は様々な形でエネルギー生産に貢献で

きます。より高機能な薄膜の開発に加えて、農学部や海外の研究機関と一

緒に膜の応用研究も行っています。

ポストリチウムイオン二次電池開発に向けた電極材料開発の指針

1996年 東京大学大学院工学系研究科
化学システム専攻修士課程修了
2000年 同 博士課程修了（博士（工学））
CNRS-IRC（France）、SINTEF（Oslo,Norway）
山口大学助教、同准教授を経て、
2020年より同教授となる。

2002年 福岡大学大学院博士前期課程修了
2006年 北九州市立大学大学院博士後期課程修了
福岡県保健環境研究所、九州大学博士研究員、
九州大学助教、2018年に山口大学准教授となる。

喜多條  鮎子
Kitajou Ayuko

准教授
・ 無機固体化学
・ エネルギー変換
・ 電気化学材料
・ 電池

http://ds0n.cc.yamaguchi-u.ac.jp/~kitajou/WEBサイト
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同
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

どろどろ、さらさらを科学する
～複雑流体の制御による商品開発から省エネまで～

流 れるものを『流体』と呼びます。水はもちろんのこと、ジュースやヨー

グルト、ケチャップもゆっくりですが流れます。さらに、ハンドクリー

ムや塗料、接着剤やセメントまでも流体に分類されます。このような流体

はさらさら流れる水と異なり、べちゃべちゃ、ねとねと、ぽたりっと複雑な流

れをします。これをうまく制御することで、塗りやすい塗料、飲みやすい医

薬品、書きやすいインクなどを作ることができます。これが私の研究分野で

ある『レオロジー工学』です。現在、行っている主な研究は、磁石を近づける

と流れなくなる流体、油類にとろみをつけたり、ゲルにしてしまう添加剤、ま

た、廃食油をディーゼルエンジンの燃料に利用する研究や新しい混合装置

の開発も行っています。さらに洗髪に使うリンスに類似した薬品（界面活性

剤）を使用して、大量の水を省エネルギーで輸送する技術を開発し、国内

約200か所の施設で実用化しています。これらはすべて企業との共同研究

です。

ある種の界面活性剤は流れの抵抗を低減させる効果があり、
そのメカニズムを解明するため、レーザー光とハイスピード
カメラを使った計測を行っています。
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准教授

山口大学助手、同講師を経て、
2016年より同准教授となる。

を経て、
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http://web.cc.yamaguchi-u.ac.jp/~tnk/WEBサイト
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宇宙インフラを利活用し
災害対策・環境問題に挑戦しています

・ 宇宙利用・探査 
・ データサイエンス
・ 測量・リモートセンシング 
・ 地理情報システム

宇 宙インフラ（地球観測衛星・測位衛星・通信衛星を中心とした宇宙

技術）の整備が近年急速に進んでいます。この宇宙インフラを利

用することによって得られる膨大な空間・地理データを深層学習やビッグ

データを用いて解析し、環境モニタリング、災害監視やシミュレーション、

交通渋滞の予測、資源開発、スマート農業などへ適用し、宇宙技術を利用

した様々な研究開発を行っています。また、これらを電子基準点・センサー

ネットワーク・携帯電話を代表とする地上インフラと統合し、横断的、総合

的に社会の基盤となるシステム構築や問題解決を行っています。

　近年は、地球温暖化などの気候変動やその他の地球環境の変化、スー

パー台風やゲリラ豪雨、巨大地震など、災害や環境問題が取り沙汰されて

います。アジア各国において、JAXAなどの国内外の宇宙機関と連携し、衛

星データを解析し、防災機関や行政機関に被害マップなどの解析結果を

提供する活動を行っています。

熊本地震に伴う地殻変動を、地球観測衛星（だいち2号）のデータを使用し、
インターフェロメトリSAR解析した結果、南阿蘇村で最大30ｃｍ近いの隆起を検出

1996 年 St.Cloud State Universiy ( 米国） 理工学部卒業
2005 年 東京大学工学系研究科社会基盤工学専攻博士課程修了
宇宙航空研究開発機構（JAXA）主任研究員、
東京大学空間情報科学研究センター特任准教授、
山口大学准教授を経て、2020 年より同教授となる。

（山口大学応用衛星リモートセンシング研究センターセンター長、
宇宙航空研究開発機構（JAXA) 主任研究開発員）

長井  正彦  教授
 Nagai Masahiko

、
同

山口大学

http://yucars.eng.yamaguchi-u.ac.jp/#news
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・ 
・ 
・ 
・ 

自然エネルギーの利用
高分子機能材料
環境修復材料
膜分離

環境・エネルギー・医療に役立つ
高性能分離膜

私 たちは現在、世界的な課題となっている水とエネルギーの問題を

解決するために、新規な分離膜と、これらの膜を使用したシステム

の研究開発を行っています。具体的には燃料電池、電気透析、逆電気透析

発電用のイオン交換膜、水処理や有用金属回収のための分離膜、食品・医

療分野への応用が期待されているモザイク荷電膜などです。

一例として次世代再生可能エネルギーとして最近注目されている逆電気

透析（RED)発電について説明します。REDは右図のように海水や河川水な

どの間に存在する塩分濃度差から電力や水素エネルギーを直接取り出す

ことができます。これが実用化されれば、ほぼ無尽蔵の海水から飲み水・

有用資源・エネルギーが得られ、海に囲まれている我が国がエネルギー・

資源大国になることも可能です。そしてこの技術は世界的な環境・エネル

ギー・資源問題の解決に大きく貢献することが期待されています。 海水と河川水を供給するだけで発電する逆電気透析（RED)発電システム

、同准教授を経て、
2018年より同教授となる。
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色々なプラスチック材料を
もっと世の中の役に立つように磨き上げる研究

・ 高分子・液晶・ゲル
・ ポリマーアロイ
・ 高分子材料物性
・ 高分子機能材料

化 学会社である宇部興産株式会社の研究所で29年間各種プラスチ

ック材料の研究開発に従事してきた前田修一が2015年から教授

を務める立ち上がったばかりの研究室です。各種プラスチック材料をもっ

と世の中の役に立つように、磨き上げる（ブラッシュアップ）ための研究を

行なっています。プラスチック材料を効率的に磨き上げるためには、力ず

くでただ闇雲に研究を行うのではなく、材料の特性がどのようなメカニズ

ムで発現するかを正確に理解することが重要です。研究には取り掛かった

ばかりですが、ポリオキサミドというユニークなプラスチック材料を、研究

室で自ら合成し、自ら特性を調べる研究や、環境に配慮したインクに用い

られる複雑性液体（簡単に説明できないほど複雑な液体）の特性発現メ

カニズムも研究しています。また、それらの研究を通じて、世の中（企業、大

学など）に求められる人材のブラッシュアップも目指しています。 ある複雑性液体を65℃で乾燥させた膜表面の原子間力顕微鏡像。
乾燥条件により膜の表面状態は複雑に変化し、それに応じて様々な特性も
複雑に変化します。

1984年 九州大学理学部化学科卒業
1986年 九州大学大学院研究科化学専攻修士課程修了
1986年 宇部興産株式会社入社
2015年 同社から在籍出向により、
山口大学教授となる。

前田  修一  教授
 Maeda Shuichi

、
、

1999年より
を経て、




